
                                   

 

 

 

 

 

学校評価について 
令和３年度の学校評価がまとまりましたので、お知らせいたします。アンケート調査等に係るご

協力ありがとうございました。この学校評価を令和４年度に生かし、「一人一人が輝く大谷小学校」
を目指します。今後とも本校の教育活動にご協力頂きますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上尾市立大谷小学校学校だより№12 

発行日 令和４年３月２３日（水） 

文 責 校 長 日詰  恵美子 

おおや  

 

一人一人が輝き笑顔あふれる大谷小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価できること 

（１）学校経営・学校運営に係る項目の平均が 3.74 点であり、教職員一人一人が学校運営への高

い参画意識をもって取り組んだ成果であると考える。 

（２）教職員自己評価は、全項目平均点が 3.57点であり、８割の 3.2点を上回っている。このこ

とから、今年度の取組は、総合的に概ね評価できるものであり、一定の成果をあげることがで

きたと考える。 

（３）オンライン授業や日頃の授業における一人一台学習者用端末の活用について全教職員で取り

組んだことで「あげお学びのイノベーションの推進」への評価が高く、一定の成果をあげるこ

とができたと考える。 

（４）管理職や教職員間の「報告・連絡・相談・確認」の徹底や、風通しのよい職場づくりに係る

項目の平均が 3.83 点であり、児童のために学校全体で組織的に教育活動に取り組んだ成果で

あると考える。 

課題であること 

（１）チャイムではじまりチャイムで終わる「わかる授業」の実施、学習内容をしっかりと定着さ

せていくことが課題である。また、その中で自分の考えを発表することができる児童の育成も

課題である。 

（２）相手に伝わる「きちんとした挨拶と返事」をできるようにすることや、相手の気持ちを考え

た「やさしい言葉づかい」ができるようにすることが課題である。 

（３）「大谷小のやくそく」の遵守や「大谷小 SDGS」の取組の充実について、改善を加えながら、

今後も一層の充実を図り、落ち着いた学校生活を送ることができるようにしていくことが課題

である。 

（４）清掃活動や校内環境整備の見直しを進め、綺麗で整理整頓された学習環境や安心・安全な施

設設備としていくことが課題である。 

（５）体力向上・健康管理・安全指導について、新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、

見直しを加えながら一層の充実を図っていくことが課題である。 

学校評価（教職員自己評価・児童・保護者アンケートから） 



令和４年度に向けて 

（１）教育活動全てにおいて、主任を中心とした分掌や学年などの組織を生かした学校経営・学校

運営を引き続きしっかりと行っていく。 

（２）学校課題研究を核として、研修を充実させて指導力向上を図り、チャイムではじまりチャイ

ムで終わる日々の「わかる授業」を行っていく。その中で、「自分の考えをもって発表するこ

と」「見通しと振り返り」「学習内容の定着」に係る指導方法の工夫改善をしていく。 

（３）相手に伝わる「きちんとした挨拶や返事」や、相手の気持ちを考えた「やさしい言葉づかい」

ができるようにするために、家庭・地域との連携を図りながら、道徳教育の充実を図るととも

に、日頃の指導をしっかりとしていく。 

（４）全教職員で行う生徒指導体制や教育相談体制をさらにしっかりと整え、落ち着いた学校づく

りをさらに進めていく。 

（５）ＨＰやたよりを通じて、家庭・地域への情報発信を適切に行っていく。また、新型コロナウ

イルス感染状況を踏まえながら、できるかぎり地域とともにある学校づくりを更に推進してい

く。 

（６）日課表の変更や年間行事計画の見直し、教材費等の手集金から口座引き落とし、さくら連絡

網の有効活用を進め、教職員が児童と向き合う時間を少しでも多く確保していく。 

 

 

 

 学校運営協議会委員を学校関係者評価委員として、本校の学校評価について以下のようなご意見

等をいただきました。その中で、本校の学校評価について妥当であるとの判断をいただきました。 

（１）先生の目線、地域に根ざした教育の目線という四角ばったものではなく、子供たちから好か

れ、信頼を得て、学校が楽しい学び舎であることが大切なことであると思う。コロナ禍の中で、

教職員の苦労は大変なものだったと思われる。コロナ禍の２年半の子供達の集中力を保ち続け

る努力に敬意を表する。 

（２）子供たちの生活面（しつけ的な部分）に少なからず課題があるように思える。児童・保護者

アンケートの中で共通して「言葉づかい」「あいさつや返事」「履き物をそろえることや整理整

頓」のＡ評価が少ないことが気になる。学校運営協議会でも引き続き「あいさつや返事」につ

いて継続して取り組み、学校・家庭・地域が一体となって育てていくことが大切である。 

（３）アンケートの項目をさらに重点化するなどの工夫が必要である。 

 

 

 

 

 

 

  

学校関係者評価 


